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研究成果の概要（和文）：大都市近郊の新興住宅地に居住する向老期世代を対象とした“地域への愛着”を育む健康増
進プログラムを開発した。“地域への愛着”の概念について、既存の文献とインタビューから明らかにした。この概念
分析の結果をもとに、“地域への愛着”を測定する尺度を作成した。“地域への愛着”の４つの構成概念を骨子にプロ
グラムを考案、実施、評価した。プログラムの直前と直後、終了後1月、3ヵ月、6ヶ月の時点まで、“地域への愛着”
の変化について量的・質的に経過を追った。その結果、プログラムによる介入の効果を確認できた。今後の課題として
、プログラムの有効な要素を抽出し、汎用性を備えた方法論の確立の必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We developed a health promotion program for the pre-elderly population living in 
peri-urban new residential areas to enhance their “attachment to the local community.”We started by 
elucidating the concept of “attachment to the local community” through existing literature and 
interviews. The results of this concept analysis helped us prepare metrics for measuring such attachment. 
The four constructs of “attachment to the local community” formed the basis for the development, 
implementation and assessment of the program. We monitored quantitative and qualitative changes in such 
attachment by making measurements directly before and after the program, as well as at the end of the 
first, third and sixth month from the completion of the program. The measurement results suggested the 
effectiveness of the program’s intervention.The results also indicated some remaining issues including 
the need to identify effective elements of the program and establish a generally applicable method.

研究分野：公衆衛生看護学

キーワード： 地域への愛着　健康増進　向老期　新興住宅地　プログラム開発
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１． 研究開始当初の背景 

近年、健康を高める人々の関係性や社会的

な結びつきといった社会資本や社会関係資

本、人間関係資本などと訳されるソーシャ

ル・キャピタル（Social Capital 以下 SC）の

概念が注目されている。SC と健康に関する

多数の知見の集積から、近隣地域への愛着が

介在することにより健康行動や健康レベル

に変化が起こり、その恒久性が担保されると

のモデルも示された 1)。 

中高年は、縮小した社会関係を新たに再構

成するニーズが高まる時期であるが、実際は

同年代の知人や友人をつくる機会が限られ、

新しい社会関係を醸成することが困難であ

るという指摘もある 2)。また、向老期では、

ボランティアなどの社会活動に参加するこ

とを通じて幸福感などの心理的な陽性の効

果が得られ、今後このような生き方を促進す

る意義も示唆されている 3)。 

しかし、個人と地域全体の健康増進をねら

う保健事業については、地域づくりとして多

数の実践報告はあるものの、この事象の理解

は不十分であるため、エビデンスに基づく効

果的な実践には至っていない。また、向老期

に限定した健康増進に関する研究や、個人変

容と社会変容を同時にねらった健康増進プ

ログラムの開発などの実践研究は、わが国で

は未だ希少である。 

長寿を生きる時代の人々の健康観や生活

の質（地域社会における安寧）を重視した公

衆衛生活動として、個人の認識や行動の変化

（個人変容）と地域の力量形成（社会変容）

を同時にねらう実践研究が必要と考える。 

 

２． 研究の目的 

本研究は、新興住宅地に居住する向老期世

代を対象とした“地域への愛着”を育む健康増

進プログラムを開発することを目的とする。 

全国の大都市近郊に造成開発された新興

住宅地では、団塊世代の高齢期への移行に伴

い、街全体の高齢化とそこに居住する高齢者

の生活の質に関わる問題の深刻化が予測さ

れる。新興住宅地に居住する向老期世代の“地

域への愛着”を意図的に育むことが可能にな

れば、老いに対する前向きな志向や加齢によ

る身体･精神的側面の変化と折り合いをつけ

た健康認識、社会参加による QOL の向上な

ど個人の健康増進（個人変容）と同時に、社

会関係の醸成を意図的にねらうことが可能

となり、住民間の気遣い合いや支え合いなど

の癒しの力や問題解決力を高め、地域の力量

形成 （社会変容）も見込めると考える。 

 

３． 研究の方法 

目標 1から５まで、段階的に研究を進めた。 

〔目標１〕健康増進プログラムの基盤となる

“地域への愛着”の概念を分析し、定義する。

〔目標２〕構成概念の検討と評価ツールの作

成のために“地域への愛着”尺度を開発する。 

〔目標３〕“地域への愛着”に影響する関連要

因、QOL との関連を検討する。 

〔目標４〕“地域への愛着”の構成概念を骨子

にプログラムの目標や内容等を試案する。 

〔目標５〕“地域への愛着”を育む健康増進プ

ログラムを実施、評価する。 

5 年間を通して、 “地域への愛着”の概念を

明らかにし、その概念を測定する尺度を開発

した。次いで、“地域への愛着”の構成る概念

を骨子にプログラムを考案、実施し、量的・

質的にその効果を評価した。 

 目標２～５は、研究代表者の職属機関と協

働自治体（千葉県白井市）との共同実践研究

事業として実施した。 

統計解析には、IBM SPSS statistics 21 を

用いた。 

 

４． 研究成果 

〔目標１〕“地域への愛着”の概念分析  

 国内外の関連領域における文献にて概

念的特徴、および概念的課題について検

討した。 

 居住地の社会的な活動を携っている研

究参加者 9 人にインタビューを行った。 

 概念の特性・その形成に影響する要因・

形成により期待される成果の3つの枠組

みを用いて、データの意味内容に基づき

カテゴリを抽出した。 

 カテゴリ間の関係に着目し、個人レベ

ル・個人間レベル・地域（近隣～自治体）

レベルの3つの次元を組み込んだ概念の

全体構造を検討した。 

 “地域への愛着”の定義づけを行なった。 

１）概念の特徴：“地域への愛着”は、きっか

けがあればもつことができる＜自発的な想

い＞であった。今ここにいる自分を起点に、

自分と他者、他者と共有している物理的環境

や自然環境、これらを網羅した生活経験によ

り、個人の内面に映し出される地域に対する

＜主観的な感覚＞であり、自分と他者との間、

自分と地域との間に拡大していく＜変化の

プロセスを有する意識＞でもあった。しかし、

その意識は、人間関係と結びついているため

に繊細であり、良好な関係性を保つ努力を怠

ると縮小する＜消えやすい儚い想い＞でも

あった。各次元のカテゴリは、相互に作用し

合い、常に個人の内外に変化をもたらす関係

にあった。“地域への愛着”の形成が進むと、

地域を志向した行動が促進され、形成により 

待される成果が拡大・充実するプロセス構造

をもつ概念であった。 
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２）概念の定義：“地域への愛着”とは「日常

生活圏における他者との共有経験によって

形成され、社会的状況との相互作用を通じて

変化する、地域に対する支持的意識であり、

地域の未来を志向する心構えである」と定義

することができた。 

〔目標２〕〔目標３〕“地域への愛着”尺度の開

発、“地域への愛着”の関連要因・QOL との関

連の検討 

 概念分析の結果（属性、先行因子、帰結）

に基づき、構成概念と項目を検討し、質

問紙を作成した。 

 住民 1,000 人（層化無作為抽出）を対象

に自記式質問紙調査（郵送法）を行った。 

 因子分析により、構成概念および概念を

測定する項目を検討した。 

 “地域への愛着”に関連する要因、健康関

連 QOL との関連について検討した。 

１）尺度の開発 

（１）調査内容：“地域への愛着”の概念分の

結果から、概念の特性のカテゴリをもとに 5

つ構成概念を設定、構成概念ごとにアイテム

プールを作成した。妥当性の検討を重ね、1

構成概念ごとに 6つ、計 30項目を設定した。 

（２）分析方法：30 項目について、項目分析、

因子分析（主因子法・Promax 回転）、内的整

合性の検討（Cronbach’α）を行った。 

（３）結果：23 項目よって構成される 4 因 

子構造の尺度を開発した。尺度は、第Ⅰ因子

“生きるための活力の源”（5 項目･20 点満点）、

第Ⅱ因子“人とのつながりを大切にする思い”

（8 項目･32 点満点）、第Ⅲ因子“自分らしく

いられるところ”（5 項目･20 点満点）、第Ⅳ

因子“住民であることの誇り” （5 項目･20 点

満点）となった。 

２）関連要因の検討 

（１）調査内容：形成に影響する要因のカテ

ゴリをもとに関連要因の変数を設け、“地域へ

の愛着”尺度の 4 因子との関連を検討した。関

連要因の変数は、基本属性（性別、年齢、疾

患の有無、世帯構成、住居形態等）、社会的

活動の状況（仕事の有無と種類、勤務地，自

治会や町内会等の加入の有無、1 年以内の町

内会等の活動の参加の有無、地域のサークル

やグループでの活動の経験）、地域とのかか

わり（地域住民との付き合いの程度、望まし

いと思える地域住民との付き合いの程度）、

ソーシャル・サポート（Zimet GD らの「ソ

ーシャル・サポート尺度」日本語版の下位尺

度（大切な人，友人）4）とした。 

（２）分析方法：“地域への愛着”尺度の 4 因

子それぞれの得点と、各変数との関連性につ

いて、ｔ検定、一元配置分散分析による平均

値の比較、Pearsonの相関係数の算出を行い、

検討した。 

（３）結果：“地域への愛着”尺度の 4 因子す

べてに、住居形態、勤務地、自治会等への加

入の有無や自治会・町内会、および地域での

グループの活動、地域住民との付き合いの程

度と考えが関連していた。その土地に生活や

仕事の基盤があるか、地域の住民同士の関わ

りがどの程度あるかが“地域への愛着”に深く

関わることが推察された。 

第Ⅱ因子は、特に各要因との関連が強く、

“人とのつながりを大切にする思い”が様々な

生活背景によ

って育まれて

いることが推

察された。“地

域への愛着 ”

は、個人の持

つ特性と共に、

地域内での近

隣との個々の

つながりや自

治会・町内会

活動を通した

地域レベルで

の活動の積み重ねにより醸成が図られる

と考えられた。 

３）QOL との関連の検討 

（１）調査内容：基本属性、“地域への愛着”

尺度（第Ⅰ～Ⅳ因子）、QOL の変数には健康

関連 QOL 尺度（SF-8）5)を使用した。 

（２）分析方法：SF-8 の 8 つの下位尺度は、
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国民標準値に基づいたスコアリング法を用

いてスコア化した。スコア化した各項目、身

体的サマリースコア、精神的サマリースコア

を従属変数とし、“地域への愛着”尺度の 4 つ

の因子を投入、ステップワイズ法による重回

帰分析を行った。多重共線性は、独立変数間

の相関係数と VIF（ Variance Inflation 

Factor）の値にて判断した。 

（３）結果：健康関連 QOL（SF-8)のうち 7

つの健康概念、および精神的サマリースコア

との関連が確認された。地域への愛着の形成

が精神面での QOL につながり、健康の維

持・増進に寄与する可能性が示唆された。ま

た、SF-8 の各項目は比較的、“地域への愛着”

尺度の第Ⅳ因子と関連があり、体の痛みや心

の健康を含めた全体的な健康観は、住民とし

て地域のことを誇りに思う気持ちと関連し

ながら、地域への関わりの価値付けに影響す

る可能性が考えられた。 

〔目標４〕〔目標５〕『地域への愛着を育むプ

ログラム』の考案と実施・評価 

 “地域への愛着”の 4 つの構成概念を骨子

に、『地域への愛着を育むプログラム』

の目標とキーコンセプトを設定した。 

 全4回のプログラムの展開枠組みをもと

に、各回の具体的な方法を検討した。 

 予防的介入ニーズのある地域を選定し、

個別通知を通じて参加者を募った。 

 参加者の協力（50～60歳代の男女 20名）

を得て、プログラムを実施した。 

 プログラムの直前、直後、1・3・6 ヵ月

後まで、参加者の認識や行動の変化を調

査し、プログラムの効果を評価した。 

１）プログラムの考案 

4 つの構成概念と関連要因をもとに、各回

に 1つずつ構成概念をキーコンセプトとして

設定し、全 4 回の『地域への愛着を育むプロ

グラム』を考案した。内容や形式、時間配分

等は、地域の特性や資源を考慮、活用しなが

ら、小グループによる語り合いや参加者全員

の交流を促すように工夫した。 

２）プログラムの実施 

予防的な介入ニーズの高い小学校区（10～

20 年後に急速な高齢化が予測される 20 年前

に大規模造成開発された中層・高層住宅が並

ぶ分譲住宅地）を対象地域に選定し、50～60

歳代の住民 20 名から研究参加を得た。 

時期：2014 年 8 月 23 日～9 月 27 日 

時間：土曜 13:00～15:00（以降は自由解散）  

15:30 まで茶話会スペースを設けた。 

場所：地区内のコミュニティセンター 

参加者：20 名（男性 7 名・女性 13 名） 

運営スタッフ：保健師 3 名・市職員 1 名・

講師 1 名（写真家）・研究班（固定メンバ

ー）6 名＋（必要に応じて）1～5 名 

３）プログラムの評価 

（１）データ収集の方法 

①質問紙調査：プログラム開始の直前、最終

回終了直後に会場にて、日常生活における変

化について 1・3・6 ヶ月後に郵送法にて実施

した。介入前後の変化を測定する尺度には、

“地域への愛着”尺度を用い、近隣地域に関す

る認識の変化に関する自由記載欄も設けた。 

②グループインタビュー：最終回終了後、会

場にてグループ毎にインタビューを行った。 

（２）分析方法 

①量的データ：プログラム開始直前から終了

後 6 ヶ月までの 5 時点の“地域への愛着”尺度

の各因子および合計点の変化の比較は、反復

測定による１要因の分散分析を行った。さら

に、年齢、参加回数による主効果および交互

作用の確認を行った。年齢は 5 歳間隔で、4

群を設定して比較した。 

②質的データ：インタビューの録音からトン

スクリプトを作成、内容分析を行った。自由

記載をテキストデータにし、内容分析を行っ

た。地域への愛着の変化、および関連する日

常生活における変化の意味内容を抽出した。 

（３）分析結果 

①量的データ－“地域への愛着”の変化 

 “地域への愛着”尺度は、第Ⅰ因子“生きるた

めの活力の源”、第Ⅱ因子“人とのつながりを

大切にする思い”、第Ⅲ因子“自分らしくいら

れるところ”、第Ⅳ因子“住民であることの誇

り ”からなる。本分析における各因子の

Cronbach の信頼係数は、第Ⅰ因子 0.89、第

Ⅱ因子 0.89、第Ⅲ因子 0.87、第Ⅳ因子 0.90

であった。 
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 分散分析の結果、第Ⅰ因子は調査時期の主

効果は、F(4，72)＝3.29、5％水準で有意で

あった。第Ⅱ因子は F(4，68)＝4.34 で 1％水

準、第Ⅲ因子は F(4，76)＝3.38 であり、5％

水準で有意であった。第Ⅱ因子では、直前と

3 ヶ月後、第Ⅲ因子では直前と直後で平均値

に有意差が認められた。合計点は 0.1％水準

で有意であり、直前と直後、3 ヶ月後、6 ヶ

月後で平均値の差があった。 

次いで、“地域への愛着”尺度と各要因によ

る交互作用を検討した。年齢を51歳から5歳間

隔で4群に分け、プログラム参加による効果を

確認した。その結果、地域への愛着尺度の第

Ⅰ因子の得点への調査時期による主効果は

5％水準で有意であったが、調査時期と年齢区

分による有意な交互作用は認められなかった。

第Ⅱ因子も同様で、調査時期の主効果はで1％

水準で有意であったが、交互作用は有意では

なかった。第Ⅲ因子、第Ⅳ因子、合計点も同

様の結果であった。 

 プログラムへの参加回数に関しては、“地域

への愛着”尺度の第Ⅰ因子と第Ⅱ因子は、調査

時期と参加回数による主効果、交互作用とも

に有意ではなかったが、第Ⅱ因子では、調査

時期の主効果は5％水準、調査時期と参加回数

の交互作用も5％水準で有意であった。第Ⅳ因

子は、調査時期の主効果が1％水準で有意であ

った。合計点は、調査時期と参加回数の交互

作用が5％水準で有意であった。 

②質的データ－日常生活における変化 

※文中の「斜体ゴシック」は実際の記述を示す。 

 最終回のプログラム終了直後のグループ

インタビューでは、＜健康への確信＞＜地域

交流の機会＞＜未来への希望＞＜新たな意

識の広がり＞という思いがメンバー同士の

語り合いの中で表出された。 

自由記載の内容から、プログラムへの参加

の動機は「ほとんど住居地のことを知らず、将来

を考えて自分の住むところをもっとよく知ろうと
思い参加した」「友人、知人が出来ればうれしいか

な、と思い参加した」など、地域について知り

たい、地域に知り合いを作りたい、社会参加

のきっかけにしたい、プログラムの内容に興

味を持った等であった。終了後には、「健康な

毎日を送ることは、現在の居住地を含めた環境が
大切であることを再確認した」「この地域の人たち

と顔見知りになれて、親しみを感じられるように
なった」「地域の人々とのコミュニケーションの大

切さ、喜びを痛感した」と、地域の良さを感じ、

知り合いができ、この地域でこれからを前向

きに生きたいと思うようになったとの感想

がみられた。 

1 か月後には、「すぐ近くに新しいお友達が出

来てお付き合いが楽しみだった」「他人のまち的な
ところがあったが、回を重ねるごとに親しみを感
じられるようになった」「参加者と会を作り、定期
的に会合を持つようになって良かった」「自分と同
じように老後をここで過ごそうと考えている人が

結構大勢いることがわかってよかった」と、参加

者による自主グループが結成され、定期的に

会う機会ができ、人とのつながりを実感し、

その交流から楽しみや安心感を得ていた。「少

しずつ自分ができることを探して参加したい」「他

人にも積極的に声を掛けていきたい」など、地域

に関わろうという意識がみられた。  

3 か月後には、「少しずつ外出するようになっ

た」「OB 会への参加など楽しみが増えた」「参加し
てから地域の活動などに積極的に参加したいと思
った」「よい街、好きな街として安心して生活して

いる、満足して暮らしていけると思う」と、自主

グループとしての活動が確立し、地域への親

しみや安心感が増大し、プログラムへ参加体

験が他の地域の活動への参加のきっかけと

なっていた。「地域のために役立つことがあれば

していきたい」「楽しみながらもっと友人を作って

ボランティア活動がしたい」と、仲間と一緒に

地域に貢献したいという想いも深まってい

た。 

6 か月後には、「コミュニケーションの大切さ

を再確認でき、地域を大切にしたいという気持ち
になった」「積極的ではなかったが、歴史を知った
ことでこの土地への愛着が深まった」「グループが
誕生し、徐々に親しさが増し、バッタリ会ったら
気軽に声を掛けあう人が何人もできて楽しい」「プ

ログラムに参加して前向きな考え方になった」と、

自主グループの活動が継続し、地域について

再確認するなかで、積極的な愛着が育まれて

いた。これからの地域とのかかわりについて、
「今は仕事をしていて出来ないが、5 年先のため
に少しずつでも地域のいろんな活動に参加した
い」「どうにかして一人暮らしの人を外に連れ出し
たい」という積極性が増す一方で、「今のままでよ
い」「人とは程よい距離で心地よく暮らしたい」「今

後はわからない」といった回答もあった。 

 

総括 

以上の結果から、日常生活における経過を

追うことで実際の変化を把握できた。新興住

宅地に居住する 50～60 歳代の参加者のニー

ズに相応しい内容であったことから、プログ

ラムへの参加を通じて、地域の良さを見直し、

地域への愛着を育む仲間を得て、これからの

人生をこの地域で前向きに生きていこうと
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願うように変化したと考えられる。このこと

は、“地域への愛着”と 4 つの構成概念である、 

“生きるための活力の源”、 “人とのつながり

を大切にする思い”、 “自分らしくいられると

ころ”、 “住民であることの誇り”のそれぞれ

の数値的な変化にも示された。このことから、

介入プログラムの評価として、一定の効果を

確認することができた。 

さらに、日常生活における参加者個人の経

験と自主グループとしての活動の様相との

関係について検討する必要性も示唆された。  

今後は、方法論の確立のために、本研究に

おいて開発したプログラムについて、“地域へ

の愛着”の形成に有効に作用した要素を抽出

し、メソッドとして汎用性を高めることが課

題である。 
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